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コミュニケーション障害(DSM-5)

社会的コミュニケーション
障害

流暢障害
・どもり(吃音)

言語障害
・言葉を使いこなせない
・幼児期～

語音障害
・舌足らず
・滑舌悪い



●診断基準(DSM-5)

アクション(働きかけ) リアクション(受け取り)

項目

形式

①言葉使い
相手によって話し方を
変えるか
例、丁寧語とタメ語、
ペダントリー(衒学)

②受け答え

相手の話に調子を合わせら
れるか
例、相づち、言い換え

内容

③雑談
相手によって話すことを
変えられるか
例、一方的な会話、

うんちく

④察し
相手の話(冗談、例え話、暗
黙の了解)を汲み取れるか
例、天然ボケ
字義通りの言葉の解釈

備考
・1項目以上
・自閉症スペクトラム障害を除外
・知的障害を除外



進化



コミュニケーション能力の進化

非言語的コミュ(社会脳)
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言語的(広義) 非言語的
言語的(狭義) 準言語的

定義 言語情報
発言そのもの

(内容)

聴覚情報
発言の仕方

(形式)

視覚情報

ポイント 言葉のチョイス トーン(大きさ)

ピッチ(速さ)

イントネーション
(抑揚)

表情、視線
身振り
目線、態度
服装、場所

例 分かりやすい
衒学的

小声、ゆっくり
一本調子
話の間(沈黙)

笑顔
険しい表情
目線が同じ
身だしなみ
腕や足を組む

丁寧な言葉遣い
馴れ馴れしく話す

●コミュニケーションの分類



競争と協力

みなで力を1つにして
マナク(＝マンモス)を倒せ！

(マナクを)仕留めた者が
この白い槍を継ぐ(長になる)



群れ(社会)には序列が必要



コミュ力とは？

競争 社会脳 協力
(自己愛) (他者配慮)

周り自分 バランス



社会脳

マイナス面 プラス面

裏をかく
出し抜く

空気を読む
先を読む

自分を振り返る



ダンバー数





コイン当てゲーム

「どっちの手の中？」


